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「
経
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財
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運
営
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方
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二
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担
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軽
減
に
関
す
る
質
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主
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「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
二
」
（
以
下
、
「
骨
太
方
針
」
と
呼
ぶ
）
は
、
「
恒
久
的
な
財
源
も
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
給
付
型
奨
学
金
と
授
業
料
減
免
を
、
必
要
性
の
高
い
多
子
世
帯
や
理
工
農
系
の
学
生
等
の
中
間
層
へ
拡
大
す

る
。
」
と
す
る
。
そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

自
民
党
は
先
の
総
選
挙
で
「
分
厚
い
中
間
層
の
再
構
築
」
を
か
か
げ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
、 

 

１ 

「
骨
太
方
針
」
で
「
給
付
型
奨
学
金
と
授
業
料
減
免
」
の
拡
大
の
対
象
と
な
る
「
中
間
層
」
の
定
義
を
説
明
さ
れ
た

い
。
例
え
ば
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
」
で
は
、
「
年
収
約
九
百
十
万
円
未
満
の
世
帯
」
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
六
月
一
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
あ
る
与
党
委
員
が
示
し
た
パ
ネ
ル
の
「
世
帯
年
収
約
六
百
万
円
」

ま
で
で
は
、
「
中
間
層
」
と
言
う
に
は
範
囲
が
狭
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

私
立
大
学
の
初
年
度
納
付
金
の
平
均
は
、
例
え
ば
芸
術
学
部
は
、
理
工
農
系
学
部
と
同
水
準
で
あ
る
。
医
学
部
、
歯
学

部
、
薬
学
部
、
看
護
・
医
療
・
栄
養
学
部
は
、
理
工
農
系
学
部
と
比
べ
て
高
い
。
ま
た
、
文
系
学
部
の
平
均
的
な
授
業
料

と
農
学
部
の
平
均
的
な
授
業
料
の
差
は
二
十
万
円
程
度
で
あ
る
。
な
ぜ
、
給
付
型
奨
学
金
と
授
業
料
減
免
を
理
工
農
系
の



 

２ 

 

学
生
に
限
る
の
か
。
憲
法
第
二
十
六
条
の
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、

ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

３ 

多
子
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
人
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
費
負
担
は
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
。
子
ど
も
の
人
数
が
一
人
、
二
人
で
あ
っ
て
も
「
給
付
型
奨
学
金
と
授
業
料
減
免
」
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 

 

４ 

「
恒
久
的
な
財
源
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
」
と
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
、
消
費
増

税
時
に
確
保
し
た
財
源
の
金
額
及
び
、
そ
の
内
実
際
に
予
算
化
し
た
金
額
、
そ
し
て
執
行
し
た
実
績
額
を
示
さ
れ
た
い
。

そ
の
上
で
、
「
骨
太
方
針
」
が
い
う
「
恒
久
的
な
財
源
」
と
は
、
既
に
こ
れ
を
確
保
し
な
が
ら
、
執
行
し
て
い
な
い
財
源

を
指
し
て
い
る
の
か
、
又
は
新
た
な
財
源
を
検
討
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

教
育
を
受
け
る
こ
と
は
権
利
で
あ
り
、
所
得
制
限
等
を
設
け
ず
、
高
等
教
育
も
高
校
教
育
も
全
員
無
償
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

二 

「
骨
太
方
針
」
は
、
「
在
学
中
は
授
業
料
を
徴
収
せ
ず
卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
納
付
を
可
能
と
す
る
新
た
な
制
度
を
、

教
育
費
を
親
・
子
供
本
人
・
国
が
ど
の
よ
う
に
負
担
す
べ
き
か
と
い
う
論
点
や
本
制
度
の
国
民
的
な
理
解
・
受
け
入
れ
可
能



 

３ 

 

性
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
授
業
料
無
償
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
学
生
に
つ
い
て
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
つ
つ

本
格
導
入
す
る
こ
と
に
向
け
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
大
学
院
段
階
に
お
い
て
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
も
踏
ま
え
た
柔
軟
な
返
還
・
納
付
（
出
世
払
い
）
の
仕
組
み
の
創
設
を
行
う
。
」
と
あ
る
。 

 

１ 

こ
こ
で
い
う
「
在
学
中
は
授
業
料
を
徴
収
せ
ず
卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
納
付
を
可
能
と
す
る
新
た
な
制
度
」
、
「
出

世
払
い
」
の
仕
組
み
と
は
、
現
在
の
所
得
連
動
型
の
貸
与
制
奨
学
金
と
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。 

 

２ 

「
在
学
中
は
授
業
料
を
徴
収
せ
ず
卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
納
付
を
可
能
と
す
る
新
た
な
制
度
」
は
、
高
等
教
育
費
は

「
子
供
本
人
」
が
負
担
す
べ
き
、
と
い
う
受
益
者
負
担
主
義
の
考
え
に
よ
る
も
の
か
。 

 

３ 

政
府
が
、
高
等
教
育
費
は
「
子
供
本
人
」
が
負
担
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
「
在
学
中
は
授
業
料
を
徴
収
せ

ず
卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
納
付
を
可
能
と
す
る
新
た
な
制
度
」
を
導
入
す
る
な
ら
ば
、
現
在
、
修
学
支
援
新
制
度
で
低

所
得
者
世
帯
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
授
業
料
減
免
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
修
学
支
援
新
制
度
が
縮
小
に
向
か
う
危
険

は
な
い
か
。
ま
た
、
修
学
支
援
新
制
度
の
拡
大
が
と
ま
り
、
わ
が
国
が
批
准
す
る
国
連
人
権
規
約
Ａ
規
約
１
３
条
２

（
Ｃ
）
高
等
教
育
の
漸
進
的
無
償
化
条
項
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

三 

高
校
教
育
を
完
全
無
償
化
し
て
い
る
都
道
府
県
や
市
区
町
村
等
の
自
治
体
は
あ
る
か
。
仮
に
あ
る
な
ら
ば
、
自
治
体
の
名



 

４ 

 

称
及
び
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
列
挙
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
高
校
の
平
均
的
な
授
業
料
相
当
額
の
支
援
に
つ
い
て
、
所
得
制
限
の
金
額
を
最
も
高
く
設
定
し
対
象
者
を
広
く
し

て
い
る
都
道
府
県
は
ど
こ
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


